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　　　　　　　　　　　Gαtn　in　length　（Per　cent）
Fig．5　Effect　of　legdengthening　on　the　mechanical　recruitment　effect．　The
　　　ordinate　gives　the　relative　mρchanical　recruitment　effect　of　the　length－
　　　ened　Ieg’s　preparations，　The　mechanical　recruitment　effects　of　the
　　　healthy　l色g’s　preparations，　respectively，　are　expressed　as　100％．　The
　　　abscissa　gives　the　gain　in　leg　length．　The　vertical　bar　of　each　point
　　　gives　the　mean±S．　E．．　The　number　of　experiments　perfQrmed　is
　　　given　in　parentheses．
効果によると結論している．さらに彼ら1縞13｝は，
presynaptic　sideにおける伝達物質の自発性放出の頻
度もまた筋肉が伸張されるに伴い増加することを報告
している．以上のHutter　and　Trautwein13｝および竹
内12）の見解に従えば，脚延長率が10％をこえた延長脚
標本のmechanical　recruitment効果が低下したという
事実は（Fig．5），長期間（3～4週間）にわたり筋肉ある
は神経が延長されていたことにより，神経筋接合部の
とくにpresynaptic　s童deになんらかの慢性的な機能障
害が生じ，その結果筋肉が伸張されてもpresynaptic
sideから放出される伝達物質の量が増加し難くなり，こ
れが延長率に依存して増大したことによると推測され
る．Turkanis14）は，筋伸張による神経筋伝達の促通効
果は，筋伸張に伴って一過性に生ずるpresynaptic
sideの可逆的な構造変化によると考えている．この
Turkanis14｝の見解は，脚延長によるmechanical
recruitment効果の低下の原因が運動神経終末側，す
なわちpresynaptic　sideにあるという上述のわれわれ
の見解を支持するものとして興味深い．しかし，脚延
長により筋肉組織が慢性的に延長されていたことが原
因となり，神経筋接合部の筋線維側，すなわち
postsynaptiC　sideに何らかの機能変化，例えば伝達物
質に対する感受性の低下が生じている可能性も除外で
きない．以上のように，脚延長によりもたらされる
mechanical　recruitment効果の低下の原因が
presynaptic　sideにあるかpostsynaptic　sideにある
か，またはその両者にあるかについては，本報告の成
績からは明らかにすることは難しい．この点を解明す
るためにはminiature　end－Plate　potentials並びに
end－plate　potentialsを精査することが必要であると考
えられる．
5　結 論
カエルの下腿に脚延長手術を施行し，手術後3～4週
380 青木光広・他 札幌医誌
間を経過した個体から，坐骨神経および腓骨筋からな
る神経筋標本を摘出し，筋伸張による神経筋伝達の促
通効果に及ぼす脚延長の影響を機械的応答，特に
mechanical　recruitment効果の面から検討し，以下の
成績を得た．
1。延長脚標本の最：大間接および最大直接単収縮張力
は，延長率が10％以上におよぶと健脚標本のそれらに
比較して，明らかな低下を示した．しかし，最大間接
単収縮張力と最大直接単収縮張力との間に有意な差は
認められなかった．
2．延長脚標本のmechanical　recruitment効果は，
延長率が10％の場合は明らかな低下を示し，さらに延
長率が15％に及ぶと同効果は著明に低下した．
　以上のように，延長脚標本において，脚延長率が
10％以上とくに15％におよぶと，筋伸張による神経筋
伝達の促通効果が低下することが示された．
　稿を終えるにあたり，御指導，御校閲を下さいまし
た河邨文一郎教授，藪英世教授に深謝いたしますとと
もに，御教授下さいました永井寅男名誉教授に感謝い
たします．
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